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膀岩手大学の金型技術研
究施設が北上市の寄付
によりオープン
岩手大学は岩手県北上市からの
寄付で金型技術研究施設を開設し
た。５月１日に開所したのは岩手
大学工学部付属金型技術研究セン
ターの新技術応用展開部門。昨年
11月の地方財政再建促進特別措置
法施行令の改正で市町村から国立
大学への寄付が可能となり、国立
大学が自治体の寄付で研究施設を
設置する初めてのケースである。
設置期間は当面５年間で、金型関
連産業の技術高度化や地元企業の
技術革新、新商品開発の促進、技
術者の再教育等を行っていく。
付属金型技術研究センターは今
年２月に工学部内に設置された。
金型の設計や解析、加工、表面処
理、評価などを研究する「基礎研
究部門」は学部内に置かれ、基礎
研究の成果を製品開発に生かす
「新技術応用展開部門」を岩手県
や北上市などが運営する第三セク
ターの産業業務支援施設「北上オ
フィスプラザ」内のサテライトオ
フィスに開設した。
岩手大学は2001年10月に北上
市と学術、教育、文化分野で援助、
協力する相互友好協力協定を締結
しており、今回の新技術応用展開
部門設置につながった。同大学は、
他の県内３市とも同様の協定を結
んでいる。同大学の共同研究数は
全国的にも上位であるが、その相
手先は県内の中小企業が過半数を
占めており、地域に根ざした産学
連携を進めて来ている。
北上市内には、信号機のレンズ
用の特殊金型や、高級時計の針を
製造する精密金型等、精密機器部
品の製造に不可欠な金型製造工場
が34社あるが、生産コストの低
い中国などに工場の機能を部分的
に移転する企業もある。市は産学
連携によって付加価値の高い金型
製造技術を提供する環境を整える
ことで、企業誘致や地域企業の技
術レベルの底上げにつなげたい考
えである。
同センターでは、高度な金型技
術を必要とする微小なプラスチッ
ク製部品や微細精密プレス製品な
どの生産技術への応用展開を検討
しており、小型IT機器や医療用
マイクロマシンなどの部品をター
ゲットにしている。同センターが
金型技術だけではなく、新たな産
学連携のモデルケースとして大学
と地域の窓口として活用され、地
域産業の活性化につながることが
期待される。岩手大学では開所を
機に６月24日に北上市で講演会
とシンポジウムの開催を予定して
いる。
製造技術分野
